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成人女性と男女大学生の服装関心度の比較
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【目的】人はすべて個性的であり多様である。興味や関心の持ちどころも似たところもあ

り違うところもある。服装に対する関心度においても、その強さは人によってかなりの開

きが見られる。この違いは何によるものかを明らかにするため、本報告では成人女性と男

女大学生を対象に質問紙による調査を行い比較検討した。

【方法】調査時期は1997 年11 月から1998 年 ５月にかけて数回に分けて実施した。郵送

留置法により成人女性（21 歳～52 歳）は512 名有効回収した。また集合調査法により男

子学生（20 歳～22 歳）は116 名、女子学生（18 歳～20 歳）は361 名有効回収した。分

析方法は単純集計、クロス集計、因子分析、分散分析によるものである。

【結果】服装に対する関心度18 項目を単純集計したところ、調査対象者間の回答にはか

なりの開きがみられた。次に18 項目を因子分析し、４つの因子を抽出した。そのうちの

主要なものを、購買行動（ショッピング）、着装行動（コーディネイト）、認知レベル（自

己表現機能）と解釈した。さらにこの３つの関心要因を取りあげ、それらが世代、性別、

感性とどのように関連しているかを検討した。認知レベルではほとんど差がみられなかっ

たが購買行動と着装行動においてかなりの差がみられた。成人女性の年齢の開きにおいて

はむしろ40 歳後半において若い世代と共通するものがみられた。
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ビジネススーツの着装イメージ

椙山女学園大　　　○内藤　章江　橋本　令子　加藤　雪枝

＜目的＞ビジネススーツは職務を通して接する人々に好ましい印象を与えると共に自己を

高揚させる手段として有効である。そこで、スーツ・ソヤツ・ネクタイの色の組み合わせ
によりどのようなイメージが形成されるか明らかにするためビジネススーツのイメージ構

造を探り、イメージ形成要因の検討を行った。また、性別・世代・職種の相違からイメー
ジは異なると考えられ、これらの比較検討を試みた。

＜方法＞モデルは20 代前半、50 代前半男性であり、ビジネススーツを着装し、全身像と

上半身像をCG に取り込み、スーツ・シャツ・ネクタイに３色配色を施し、72 試料をカ

ラー印刷した。被験者はビ･ジネススーツ着用者である20 ～30 代、40 ～60 代の男性と女

性各30  名ずつ計120 名を対象とし、13 形容詞対を用いてSD 法による５段階尺度評定を
行った。調査データは多変量解析を適用し、その特徴について検討した。

＜結果＞イメージ構造は属性毎に単純集計を行い、評定平均を求め男女合わせて因子分析

を行った。その結果、評価性、目立ちの２因子が抽出された。因子得点からは第１因子は

紺、灰、茶のスーツの順に評価性が高く、シャツ・ネクタイの色が黄・赤・ピンクの類似
配色は目立ち、濃い青・薄い青・紫の類似配色は目立たない事がわかった。属性毎の要因

分析の結果、共通点は偏相関係数から見て第１因子では①モデル②スーツの色、第２因子

では①ネクタイの色②シャツの色であり、これらが影響を与えている事がわかった。また、

因子得点を用いてｔ検定を行ったところ、男性の世代間のみ第２因子に有意差が認められ
た。
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